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 早いもので今年も終わりに近づいてきました。新しい年を元気に迎えることができるように体調管

理をしっかりしていきましょう。さて、例年になく寒さの厳しい年末ですが、学生たちはフェスティ

バルを成功させ、とても元気に充実した学園生活を送っています。 

今号では、フェスティバルを中心に、神戸大学とのサッカー交流、全国専攻科研究集会の参加、豆塚

カメラマンの写真教室などを報告します。 

みん な で フ ェ ス テ ィ バ ル大成功！

（12/20） 
 ～それぞれ力を発揮し、すばらしい舞台に～  
 １０月から準備を進めてきたフェスティバルですが、実行委員の学生を中心に計画し、名称も「平

成 26 年度 エコールみんなでフェスティバル」と決めて、取り組んできました。ステージ発表はそ

れぞれの希望で選択し、エイサー、ダンス、英語の歌、その他の発表に分かれて練習を重ねてきまし

た。全体の準備も実行委員会の下で、喫茶、販売、展示、受付、記録、ステージ、プログラムなどに

分かれての活動をしてきました。 

 当日はすばらしい音響、照明、舞台のアートシアターdb 神戸が会場でしたので、新喜劇もダンスも

エイサーもとても映えて学生の演技が引き立ちました。 

フェスティバルの様子を一部になりますが、紙上で紹介します。 

 えこーる新喜劇 

 「オバケも大好き？「鉄人旅館」～あきらめたくないから～ 
2 年生にとっては 2 回目の舞台。そしてエコールでの最後の舞台ということで、ずいぶん気合も入

った練習が続きました。笑いが絶えない楽しい練習で、アドリブもどんどん出てくる様子を見ると、

すごくうまくなったなあと感じました。実際の舞台は会場がよく声が通り、音響も照明もいいという

ことはありましたが、本当にすばらしい出来でノリもよく最高のパフォーマンスでした。 

砂川さんも学生が本番で最高の演技をして、最後の歌は肩をくんだで盛り上がる姿に「ウルッとき

ました」と感動されていました。シーンの数々を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ファーレルさんと一緒に「英語の歌」 
ファーレルさんの英会話を選択している学生たちによる「英語の歌」＝「let it be」「幸せなら手を

たたこう」「Head,Shooulders,Knees and Toes」の３曲を楽しく歌いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

引き込まれたダンス「おとあねそばおティ」 
選択講義でダンスを選んだメンバーが講師の西岡さんの指導で、学生の考えた振り付けを基に踊り

ます。タイトルは学生の振りつけたダンスの頭文字を繋いだものです。会場はシーンと学生の動きに

ひきつけられ、魅せられ、圧倒されました。 

 

 

 

 

 

 

 

従業員、女将さん、主人 ほんなら山いも？ エコール KOBE がなんぼのもんじゃ 

１件落着！ オバケの登場！ オバケェさ～ん！ 

大バクハツ！！ 出演者紹介・・・ いっぱいのお客さん 



 

 

 

勇壮なエイサーの踊り 
昨年に続くエイサーの舞台です。自分で選択したメンバーが夏から練習を重ねてきました。けっこ

う複雑な動きで合わせるのがなかなか難しい中、よく練習して当日は見事に演じきりました。 

勇壮な踊り、パーランクの音が会場に響き「島人ぬ宝」と「オジー自慢のオリオンビール」の 2 曲

を踊って大きな拍手をいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他の DVD やステージ発表も好評！ 
４人の学生が作成したビデオ「エコールの思い出」と「学園戦隊エコールンジャー！」や S 君個人

編集作成の DVD「鉄道がきた！」はそれぞれなかなかの完成度で飽きさせない内容になっていまし

た。ダンスやエイサーで出演した学生以外が個人の発表もしましたが、ピアノ、リコーダー、空手、

コント、歌、漫才とそれぞれに個性あふれる発表も好評でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

喫茶、販売、展示、受付など自分たちの力で 
ステージ発表以外では、学生はホールの喫茶コーナーで喫茶店を開き、会議室では販売と展示もし

ました。受付の学生は準備段階で招待状の作成や当日の資料配布などに、記録は準備段階から当日の

様子も写真に収め、プログラム作成や看板・案内表示作成する学生など、学生一人一人が自分のでき

ることを生かして、まさにみんなでつくるフェスティバルになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

学園歌を全員で合唱！ 



 

神戸大学学生とのサッカー交流（12/12） 
神戸大学赤木先生ゼミ生とのサッカー交流は、今回で３回目になります。30 名近い学生さんが若松

公園に来て下さり、エコールの学生と一緒にサッカーを通じてふれあう機会です。はじめ一緒に身体

を動かしてから、試合をしました。最後にはエコール対神戸大学の対抗試合です。結果は２：０でエ

コールが敗けてしまいましたが、とても和やかに対等に交流できました。同世代の学生同士で自然と

仲良く話している姿が見られ、いい経験になったなと感じました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国の仲間と交流！  
「全国専攻科研究集会 in 茨城」に代表参加（12/13.14） 
全専研集会に茨城まで職員と学生代表 5人で参加してきました。全体で 300名ぐらいの参加があり、

青年たちの参加も多くエコールの学生たちもたくさん刺激を受けていい経験になりました。帰ってか

らの報告会で、青年フォーラムで新喜劇を演じたこと、バスケットで交流できたこと、夜の交流会で

全国からパワーをもらったことなどを報告していました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豆塚さんの写真教室（12/24） 
今年はじめて写真教室に取り組みました。１日にはレクチャー編（デジカメでの撮り方、注意、作

品紹介）24 日にはハーバーランドでの撮影会、27 日にはコンテストの予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サン TV で放映 1 月 25 日（日）夜 8:00～9:00 （エコール KOBE の取材をもとに制作されました。） 

タイトル「いつかきっと・・」 「被災地の 20 年・障害と共に歩む」 

お知らせ 


